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1972年から1985年の聞に横浜市緑区赤田で

観 察 された蝶類

井形啓 一 郎

Butterflies Observed in Akada between 1972 and 1985 

Keiichirou IKATA 

はじめに

横浜市緑区在岡町赤田は横浜市の北西，東急EEi園都

市線の江田とあざみ野の問に位置し（図 1），急、速に

都市化が進む中にあって，雑木林と田畑が残っている

縁のオアシスである。いや，緑のオアシスであった。

と言った方が良いかも知れない。1985年6月には宅地

造成工事が始まり ，広い範囲で樹木が伐採され，以前

の面影は無くなってきている。

筆者は1972年から1976年にかけて荏田町に住み，そ

の時から今日に至るまで赤田で蝶類の観察と撮影を続

けてきた。1972年から1985年6月まで赤田の自然環境ー

は，西側の尾栂筋に車が通れる道ができたり ，一部の

田畑が宅地化されたりしたことを除くと，ほとんど変

化がなかったと言える。ただ， 1973年に赤田の前に隣

接する小黒地区が開発されたことによる蝶煩の個体数

への影響があったのではなL、かと，思われる。

赤聞で観察された蝶類の概要

広さ約68ヘクターノレの赤田で1972年から1985年の間

に観察された蝶類は65種にのぼり，この程度の広さの

地域にしてみれば驚異的な数字といっても過言ではあ

るまい。そして，最近の 2年間（1984年， 1985''1＇二〉に

観察できた蝶類はまだ61種もあり 3 それだけ赤聞の自

然度が高かったといえる。最近2年間の種類数を福田

(1981〕によって 東京世田谷区産蝶類と単純に 比＇I攻す

ると，世田谷の1960年代に相当することになる。

65種の内訳は，アケソ、チョウ科9種（7〕，シロチョ

ウ苧1・6種 （6), シジミチョウ科15穣（15〕，テングチ

ョウ科1種 （1），マダラチョウ科1種（0），タテハチ

ョウ科15種（11), ジャノメチョウ科8種 （7), およ

びセセリチ ョウ科10種（10）である。

（〕内の数字は偶産種等を除いた種数を示す。

なお，本稿をまとめるにあたっては緑区自然保設懇

話会発行の「赤田通信」 を参考にした。また，本稿に

おける蝶類の科および極の記述順序，および学名は，

川副他（1979）に従った。

次に各苧｜の状況についてその概要を報告する。

1. アゲハチョウ科

赤田では9種のアゲノ、チ ョウが観察されている。そ

の内訳は，ジャコウアゲハ，アオスジアゲノ＼キアゲ

ハ，アゲハ，モンキアゲハ，ク ロアゲハ，オナガアゲ

ハ，カラスアケ’ハ，ミヤマカラスアゲハである。 この

うち，ジャコウアケソ、は 1度目撃されているが赤田で

食草のウマノスズクサ，オオパウマノスズクサが確認

されていないことから他の地域から飛来した可能性が

強い。また， ミヤマカラスアゲハは 1頭採集されてい

るが採集された個体の様子から赤田で偶発したものと

思われる。また，モンキアゲハ，オナガアゲハは少な

く， 赤田で普通に見られる アゲハチョウは5種とな

る。キアゲハが多いのが特徴である。

2. シロチョウ科

赤田では6種のシロチョウが観察されている。その

内訳は，モンキチ ョウ，ツマグロキチョウ，キチョ ウ，

スジグロシロチョウ，モンシロチョウ，ツマキチョウ

である。このうち，ツマグロキチョウは少なく ，赤田

で普通に見られるシロチョウは5種となる。4月には

ツマキチョウが多数発生する。

5. シジミ チョワ科

赤田では15種のシジミチョウが観察されている。そ

の内訳は，ムラサキシジミ ，ウラゴマタ．ラシジミ ，ア

カシジミ，ウラナミアカシジミ ，ミズイロオナガシジ

ミ，ミドリシジ ミ， オオミドリ シジミ，ト ラフシジミ ，
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赤田では本科の日本産唯一の種であるテングチョウ

が観察されており ，1985年の春には越冬した個体が多

数目撃されている。

5. 7 ダラチョウ科

赤田ではアサギマダラが2度目撃されているが，こ

れらは他の地域から飛来したものと忠われる。

6. タテハチョウ科

赤聞では15種のタテハチョウが観察されている。そ

の内訳は，オオウラギンスジヒョウモン，メスグロヒ

ョウモン，ミドリヒョウモン，イチモンジチョウ，コ

ミスジ， ミスジチョウ，ホシミスジ，キタテハ，ヒオ

ドシチョウ，ノレリタテハ， ヒメ アカタテハ，アカタテ

ハ，スミナガシ，ゴマダラチョウ，オオムラサキでトあ

る。このうち，オオムラサキは絶滅したものと思われ

るが1983年に再び観察されている。また，オオウラギ

ンスジヒョウモン， ミドリヒョウモンは1984年の秋以

前に観察記録が1尽く，他地域から飛来した可能性が強

¥ 'oまた，ホシミスジは 1度目撃されているが偶産と

恩われる。 また， メスグロヒョウモン， ミスジチョ

ウ，ヒオドシチョウ，ヒ メアカタテハ，アカタテノ＼

スミナガシは少な く， 赤田で普通に見られるタテハチ

ョウは5種となる。コ占マダラチョウは，1983年， 1984

年には多数観察されたが， 1985年には春型が少し見ら

れただけで夏型はまったく見られなかった。

7. ジャノメチョウ平ヰ

赤田では8穫のジャノメチ ョウが観察されている。

その内訳は， ヒメウラナミジャノメ， ジャノメチョ

ウ， クロヒカゲ， ヒカゲチョウ， サト キマダラヒカ

ケ’，ヒメジャノメ，コジャノメ，クロコノマチョウても

ある。クロコ／マチョウを除く 7極は赤田で普通に見

られる。

8. セセリチョウ科

赤田では10種のセセリチョウが観察されている。そ

の内訳は， ミヤマセセリ，ダイミ ョウセセリ，アオハ

セセリ，ギンイチモンジセセリ，コチャパネセセリ，

キマダラセセリ， ホソパセセリ， オオチャパネセセ

リ，チャパネセセリ，イチモンジセセリである。この

うちミヤマセセリ，アオパセセリ，ギンイチモンジセ

セリ，ホソパセセリ ，チャパネセセリは少なく ，赤回

で普通に見られるセセリチョウは5極となる。

目 録

以下に1972年から1985年の間に赤間で観察，記録さ

れた蝶類の日銀をあげる。使用した記号・は次の通りで

ある。

O：最近の2年間（1984年，1985年）に観察され

た種煩

ム ：赤田で普通に見られる種類

口 ：偶産あるいは他の地域から飛来したと思われ

る種類

注，観察記録の西暦年のあとにあるアノレァフベツ

トと数字（ 昔日の説明文の中にも含まれる〕は

観察場所を図2の座襟を用いて示してある。

アゲハチョウ科 Papilionidae 

ジャコウアケ’ハ Atrophaneuraalcinous KLUG O 口

lo, 7. VI. 1985, D3，井形目撃

赤田での記録法上記の 1例だけであり，食草も確

認されて・、ないため，他地域から飛来した可能性が

強い。

アオスジアゲハ Gra戸hiumsar戸edonLINNAEUS 0ム

キアケ’ハ Paρiliomachaon LINNAEUS Oム

赤田で最も多く見られるアケ’ハチョウである。

アゲハ Papilioxuthus LINNAEUS 0ム

モンキアゲハ Paρiliohelenus LINNAEUS 0 

1 o, 21. V. 1983, Dl，木村正採集

3exs., 27. V. 1983，木村正目撃

lex., 24. VII. 1983，木村正目撃

lex., 30. V. 1984, El，北川淑子目撃

クロアゲハ PaかlioρrotenorCRAMER Oム

オナガアゲハ Paρiliomacilentus JANSON 0 

1合，30. VII. 1983, El，木村正採集

1♀，2. VIII. 1983, C5，木村正採集

lex., 5. V. 1985, D3，井形目撃

カラスアゲハ Paかliobiaηor C且AMER Oム

ミヤマカラスアゲハ Pa1りiliomaackii MiiNETRI郎

0 口
1合，11.V. 1985, C5，木村正採集

赤田での記録は上記の 1{:91］だけであり，採集され

た個体は羽が十分伸び切っておらずうまく飛べない

様子で，赤田で偶発したものと，思われる。

シロチョウ科 Pieridae 

モンキチョウ Colias(Colias) erate ESPER 0ム

ツマグロキチョウ Eurei河G 〔Nir’inula)laeta Bo1sou-

VAL 

lex., 31. III. 1979, D2，井形目撃

lex., 22. X. 1983, E5，井形目撃

1♀，4 XI. 1984, D5，木村正採集

。

秋型の個体は目撃，採集されているが，夏型は未
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確認である。

キチョウ Eurem a〔Terias)hecabe LrnNAEus 0ム

スジグロシ ロチョウ Pieris(Artogeia) inelete ME:N 

立TRIES 0ム

モンシロチョウ Pie円s(Artogeia〕ra1りaeLrNNAEus 

0ム

ツマキチョウ Anthocha門5scolymus BuTLEit 0ム

4月に多数発生し，春の赤田を代表するチョウで

ある。

シジミチョウ科 Lycaenidae 

ムラサキシジミ Narathurajaponica MumMY 0 

lex., 11. VI. 1983, E5，井形目撃

2exs., 19. VI. 1983, E5，井形目撃

1♀，19. VI. 1983, D6，井形目撃

lex., 2. IX. 1984, Dl，井形目撃

lex., 4. VIII. 1985, Dl，井形目撃

3exs., 18. VIII. 1985, Dl，井形目撃

1983年には広い範囲で観察されたが， 1984,1985 

年には主に Dlで見られた。

ウラゴマダラシジミ Artopoetes pryeri Mu rmA Y 

0ム

1 CS°, 31. V. 1985, E5，井形目撃

アカシジミ faponicalutea HEWITSON 。

1合，7 VI. 1985, D5，井形目撃

2合cs-1♀，15. VI. 1985, D5，井形目撃

D5に10:'1立余のハンノキがあり ，1983年以降その

付近で毎年観察されている。

オオミ ドリシジミ Favoniusorientalis MunRAY 

1合，7.VI. 1985, D3，井形目撃

1♀，15. VI. 1985, D4，井形目撃

0ム

発生数は1983年をピークに，1984年には少なくな

り， 1985年には上記を含めて数例の目撃にとどまっ

た。

トラフシジミ Ra1うalaarata BREMER 

lex., 3. V. 1983, Dl，井形目i主主

3exs., 19. VI. 1983, El，井形目撃

lex., 25. VI. 1983, D2，井形目撃

lex., 20. V. 1984，ヂJ：形目撃

lex., 5. V. 1985, D3，井形目撃

lex., 5. V. 1985, El，井形目撃

lex., 23目 VI.1985，井形目撃

。

春型は4月下旬から 5月中旬にかけて，夏型は6

月中旬から 7月中旬にかけて見られる。春型に比へ

て夏型は少ない。

ベニシジ ミLycaenaphlaeas LINNAEUS 0ム

lex., 10. VI. 1984, E5，井形目撃 赤田で最も多く見られるシジミチ ョウである。

lex., 17. VI. 1984, Dl，井形目撃 ゴイシシジミ Tarakahamada DRUCE Oム

lex., 7. VI. 1985, E5，井形目撃 広い範囲で発生し， 木陰をチラチラ飛ぶのをよく

lex., 15. VI. 1985, El，井形目撃 見かける。

ワラナミアカシジミ faρonicasaφestriata HEwrTsON ウラナミシジミ Lamかdesboeticus LINNAEUS Oム

0 例年だと 8月下旬から11月上旬にかけてマメ畑を

1合，2.VI. 1983, D2，木村正採集 中心に見られるが，1978年には7月9日に， また，

lex., 12. VI. 1983, El，井形目撃 1979年には 7月1日に初見されている。

lex., 24. VI. 1983，木村正目撃 ヤマトシジ ミPseudozizeeriamaha KoしLAR Oム

lex., 19. VI. 1984, C3，坂村堅二目撃

がl種アカシジミより少し、。

ミスイロオナガシジミ Antigiusattilia BREMER 

0ム

lex., 16. VI. 1985, Dl，井形目撃

1983年には広い範闘で多数観察されたが，1984年

には少なくなり， 1985年には上記の 1{91Jだけであっ

た。

ミト リシジミ Neozephyrustaxila BREMER 

1♀，11. VI. 1983, D5，井形目撃
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3♀♀，19. VI. 1983, D5，井形目撃

lex., 16. VI. 1984, D5，井形目撃

。

ノレリシジミ Celastrinaargiolus LINNAEUS 0ム

ベニシジミと共に早春から姿を見せるシジ ミチョ

ウでトある。

ツバメシジミ Everesai’giades PALLAS 0ム
ウラギンシジミ Curetisacuta Moorrn O企

夏型は6月｜こ句から発生し， 7月，8月と連続し

て見られ，9月以降には秋型が多数発生する。そし

て春先には越冬した個体が観察される。

テングチョウ苧｜ Libytheidae 

テングチョウ Libytheaceltis FuESSLY 0 

lex., 16. VI. 1984, D4，井形目撃

lex., 21. X. 1984, C4，井形目撃



lex., 6. IV. 1985, C4，井形目撃 く多数観察された。

lex., 6. IV. 1985, E5，井形目撃 コミスジ Nφtissa仲hoPALLAS Oム

lex., 2. VI. 1985, D4，井形目撃 タテハチョウ不｜の中で最もよく見られる。

1984fl三まではあまり見られなかったが，1985年に ミスジチョウ NφtisPhilyra MftNE'l'RrEs 0 

は3月下旬から 4月下旬にかけて越冬した個体が多 2巴XS.,16. VI. 1984, D4，井形目撃

数観察された。また， 5月下旬から6月にかけての

発生期にも例年以上の個体が観察された。

マダラチョウ平ヰ Danaidae 

アサギマダラ Paranticasita KOLLAR 0 口
lex., 18. IX. 1983, Dl，福田光洋，福田光則

目撃

lex., 11. V. 1985, Dl，野田信弘目撃

赤田での記録は上記の2例だけであり ，移動性の

強L、このチョウの性質を考えあわせると，他の地域

から飛来した可能性が強い。

タテハチョウ科 Nymphalidae 

オオウラギンスジヒョウ毛ン Aγgyro担omerusla担G

MOTSCHULSKY 0 口
1♀，24. IX. 1984, D4，井形目撃

赤田での記録は上記の1例だけであり ，他の地域

から飛来した可能性が強し、。

メスグロヒョウモン Damorasagano DOUBLEDAY 0 

22)(1), 22. VI. 1980, D2，井形目撃

1合，4.IX. 1983, Dl，井形目撃

1♀，17. IX. 1983, Dl，木村正採集

1♀，29. IX. 1983, Dl，木村正目撃

lex., 16. VI. 1984, D6，井形目撃

1♀，24. VI. 1984, C5，井形目撃

lex., 1. VII. 1984, D4，井形目撃

lex., 31. V. 1985, D2，井形目撃

lex., 2. VI. 1985, D2，井形目撃

確実な記録があるのは1983年以降であるが， 1979

年および1981年の6月に筆者によ りミスジチョウら

しい個体が目撃されている。 1984年には多く見られ

民家の庭にあるカエデの葉に産卵しているのが観察

されている。

ホシミスジ Nφtispryeri BUTLER 口
lex., 7. VI. 1981, C4，井形目撃

赤田での記録は上記のimだけであり，高桑正敏
氏も指摘しておられるように偶産の可能性が強い。

キタテハ Polygoniac-aureum LINNAEUS Oム

ヒオドシチョウ Nymρhalisxanthomelas DENIS & S-

。且IFFEHMOLLrm

1巴x.,17. VI. 1984, Dl，井形目撃

lex., 15. VI. 1985, D5，井形目撃

ノレリタテハ Kaniskacanace L1NNAECS 

。

0ム

越冬した個体を 4月から 5月にかけて目撃する例

1合，23. IX. 1984, Dl，野田信弘目撃 が多い。

赤田での観察例はあまり多くないが，赤田で生息 ヒメアカタテハ Cynthiacardui LINNAEUS 0 

している可能性が強い。

ミドリヒ ョウモン Argy抑制sρaphiaLrNNAEUS 0 口
1♀，2. IX. 1984, E5，井形目撃

1合，7.IX. 1984, D4，木村正採集

lex., 24. IX. 1984, D4，井形目撃

lex., 6. X. 1984, D4，井形目撃

アカタテノ、 Vanessaindica HERBST 

lex., 4. VII. 1982，井形目撃

1♀，14. IX. 1984, D4，井形目撃 lex., 24. VII. 1983，井形目撃

32)合1♀，24.IX. 1984, D4，井形目撃 lex., 28. X. 1984, E5，井形目撃

。

12), 30. IX目1984,El，井形目撃 スミナガシ Dichorr’agianes問iachusBorsuuvAL 

1合，14. IX. 1985, D2，野田信弘目撃 1 (!), 20. V. 1983, Dl，木村正採集

赤田では1984年の9月に上記の他にも多数観察さ lex目， 20.V. 1983, Dl，木村正目撃

れているが， 1984年以前に確実な記録が残っていな lex., 27. V. 1983, Dl，木村正目撃

L、こと，初夏の記録が無いことなどから，他地域で 赤田では1983年に観察されており ，Dlにアワプ

発生したものが赤田に飛来したのではないかと思わ キがありかろうじて残存している可能性が強い。

れる。1985年9月14日の1例だけであった。 ゴマダラチ ョウ Hestinaja戸onicac. & R. FELDER 
イチモンジチョウ Liinenitis(Ladoga) carmlla L1NN Oム

AEUS Oム

1985年の5月下旬から 6月上旬にかけて例年にな

lex., 31. V. 1985, E5，井形目撃

lex., 2. VI. 1985，井形目撃
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図3← 1.赤田で普通に見られるゴイシシジミ（C4（こで， 12. V. 1985撮影〕，上左

2 ニラの花で吸蜜するミドリヒョウモン♀ （D4にて， 14.IX. 1984撮影〉，上右

3. ササの葉にとまったホシミスジ（C4！こて，7 VI. 1981撮影〉，下左

4.黄葉したクズの業で休むクロコノマチョウ♀ （E5i二て， 10. XI. 1985J最影〕，下右

1983年，1984年には多数観祭されたが， 1985年！こ 1お Oム

は春型が5月下旬から6月上旬！こかけて観察された ヒメジャノメ Mycalesisgotama MOORE Oム

ものの，夏型はまったく見られなかった。開発の影

響がも う現われたのだろうか。

オオムラサキ Sasakiacharonda HEWl'l'SON 口
1合，24. VI. 1973, El，井形目撃

l合，19.VI. 1983, D3，北川淑子目撃

本種は赤田では既に絶滅したものと思われるが，

」記のように1983年に再び観察されている。赤日：｜あ

コジャノメ Mycalesisfrancisca C .¥AMER Oム

クロコノマチョウ MelanitisρhedimaCRAMER 0 口
1♀，10. XI. 1985, E5，升形 l~I 撃

赤田での記録は上記のl{71jだけであり，木種の土

着の北限が静岡県下とされており，倒産と忠、われ

る。

セセリチョウ科 Hesperiidae 

るいは赤田の周辺にオオムラサキが生息できる場所 ミヤマセセリ Erynnismontanus BREMER O 

がまだ存在しているのだろうか。

ジャノ メチ ョウ手ヰ Satyridae 

ヒメウラナミジャノ メ乃thimaargus BuTLllltOム

ジャノメチョウ Minoisdryas SooPOLI 

クロヒ カゲ Lethediana Bu'l'LER 

0ム

O企

l巴x.,5. V. 1981，井形目撃

19., 1. V. 1984, D2，井丹~ l~l 'l!埜

l(i), 5. V. 1984, Dl，木村正採集

1980年までは4月上旬から 5月上旬にかけてよく

観察されたが， 1981年以降は激減し，観察記録は上

ヒカゲチョウ Lethesicelis H~wrrsoN 0!¥ 記の3例にとどまっている。

サトキマダラヒカゲ Neopegoschkevitschii Mf:Nf:’m- ダイミ ョウセセ リDaimiotethys Mf.~NE 'l'RI Es 0ム
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アオパセセリ Choasρesbenjaininii Gut1t1N-M E:Ntvrー

LLE 

1巴x.,27. V. 1984, ；｝二｜形目撃

2exs., 4. VIII .1984, Dl，列形目撃

lex., 29. IV. 1985, Dl，井形目撃

lex., 5. V. 1985, E5，列形目撃

lex., 12. V. 1985, El，列形目撃

。

4月下旬から 5月下旬にかけてと， 7月下旬から

8月上旬にかけての2回発生している。1回目の方

の観察例が多L、。

ギンイチモンジセセリ Leptalinaunicolor BREMER & 

GREY 

2exs., 4. V. 1980, D3 ， 井形 l~I 撃

lex., 5. V. 1980, D3，井形目撃

2exs., 3. V. 1981, E5，舟形目撃

lex., 2. V. 1982, D3，井形目撃

lex., 9. V. 1982, D2, ;J：ド形目撃

1980年から1982年の5月卜旬に春型が観察されて

おり，赤E日で生息しているものと思われる。

コチャパネセセ リ Thoressavaria M URRAY Oム

キマダラセセリ Potanthusflavum M URRAY Oム

ホソパセセリ Jsotei托onlamρrosρilus C. & R. FEし

DER 

lex., 18. VII. 1982, Dl，井形目撃

1巴x.,22. VII. 1984, Dl，井形目撃

。

7月上旬から 8月上旬にかけて観察されているが

個体数は少ない。

オオチャパネセセリ PolytrernisρellucidαMURRAY 

0ム

イチモンジセセリに負けなL、ぐらいの発生数を示

す。

チャパネセセリ Pelo戸idasmathias FABRJCJUS 0 

lex., 21. X. 1984, D2，井形目撃

lex., 22. IX. 1985, E5，井形目撃

観察例は少はし、が，秋にはある程度発生している

ものと思われる。

イチモンジセセリ Parnaraguttata BREMER & GREY 

0ム

まとめ

1972年から1985年までの14年間の観察により何とか

赤田の蝶相の輪郭がつかめたのではないかと思う。し

かし何分筆者ひとりの判断によ るところが多く ，今後

より正確な赤田の蝶の全休｛象を明らかにするためには

多くの人の観察記録や知見を積み重ねて行くことが必

要であると思われる。また，開発後の赤田について引

続き観察を行い，開発前の赤田と比較することも必要

である。ゴマダラチョウは既に開発の影響を受けてい

るように見える。

おわリに

本稿をまとめるにあたり御助言，御指導くださった

高桑正敏氏，北川淑子氏，赤田の蝶についての御意見

を聞かせていただいた木村正氏，また 「赤田通信」に

観察記録を寄せられた以下に示す方々をはじめ緑区自

然保護懇話会のみなさんに心から御礼申し上げます。

〔アノレファベットjl［頁，敬称｜哨〉

福田光洋，福田光則， 美ノ谷窓久，野田信弘，坂村

堅二
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木村・ 正 1983～1985 (13〕：6,(14) : 7，〔16): 4, 
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